
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

ロードリック・エグバート・トワイライト・ハミルトン

ブラックドッグ
ウロボロス

アーティスト

27

生誕

名家の生まれ

飢餓

無限回廊

主人

男

35

友人

3
2
3
0

0
0
1
0

0
0
2
1

2

3
2
8
1

34
12
12
17
34

6
1 1

ウェブ1 1

コッペリア 12
コッペリア 12　100↑
2001年宇宙の旅 123
2001年宇宙の旅 123 100↑

ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ

6r+6
6r+6
6r+6
6r+6

12
14
12
14

コスト4/C値8/単/視界/同エンゲージ不可
コスト4/C値7/単/視界/同エンゲージ不可
コスト7/C値8/範囲(選択)/視界/放心付与/同エンゲージ不可
コスト7/C値7/範囲(選択)/視界/放心付与/同エンゲージ不可

0 0

変異種:ブラックドッグ
SF
家族

傾倒
慕情

偏愛
無関心

コネ:情報屋
メモリー：レネ君

2

ワーディング

リザレクト

ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ:ブラックドッグ

雷の槍

貪る顎門

原初の黒:クリスタライズ

降魔の雷

タッピング＆オンエア

イージーフェイカー:機械の声

人間発電機

★

0

2

4

2

3

3

★

★

★

-

1d10

2

2

3

4+2

4

オート

気絶時

メジャーアクション

メジャーアクション

メジャーアクション

メジャーアクション

メジャーアクション

視界

-

-

視界

視界

-

視界

シーン

自身

-

-

範囲(選択)

-

-

自動

自動

自動

RC

RC

-

RC

-

↓100

シンドローム

-

シーンLv 回

シンドローム、100↑

シナリオ3回

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv

同エンゲージ不可 ダイス-1d　攻撃力[Lv×2+4]

放心付与　オーヴァード限定

装甲無視 攻撃力+[Lv ×3]

攻撃力+[Lv ×4]、ドッジダイス-2

浸蝕+1　オルクスから取得

セルフ電力供給

名家の現当主、イギリス人貴族。
SF小説家としてヒットしており、一般には作家として認知されていることも多い。
基本的にはおっとりしたご機嫌で善良な性格、その一方でどこかねじの外れた発言の多い人物。
血筋がレネゲイドウイルスと相性がいいらしく、一族にもオーヴァードが多いが、ウロボロスのシンドロームを発現させているのは彼が初めて。
そんなこんなで当主ではあるものの一族でも異端視されており、仕方がないからその視線を避けるようにして玉都に屋敷を構えて好き放題している。
孤独と退屈に耐えかねて機械とSF世界の夢に溺れ、好奇心の赴くまま頻繁にレネゲイド実験を行っている人物でもあり、幼少期からオーヴァードの性質を利用し
て自己を過剰に実験台にし続けた影響で体内のレネゲイドが特殊な変質を遂げている。おそらくウロボロスが発現したのもそのためで、もともとはブラックドッ
グピュア。
言い換えれば、"その気になれば"自己も他者も実験台にすることに一切躊躇のない性質を持つ。ジャームじゃないよ
社交術を身に着けることで周囲に人は集まるようになったが、長年孤独だった影響で周囲とずれている部分があり、どこか不気味がられることも多く、本当の意
味での友人は少なく、友人は大事にする。
[その他の設定]
一人称「僕」 二人称「君」
・家宝は歴史的価値があるらしい「聖像」。
・生まれながらのオーヴァード。血縁者にオーヴァードは多いが各個人にまとまりはなく、大した保護も受けないまま使用人たちをはじめとした周囲に不気味に
思われて孤立した幼少期を過ごしていたため、物語に強烈に惹かれ、小説を書き始める。
特にSFに興味を持ち、自らの能力で機械を操って遊び相手にしていた。
・働かなくても生きていけるバッググラウンドはあるため小説は道楽のようなものだがうっかり名前が売れてしまった
・生い立ちのせいか寂しがりの甘えた。
・両腕は実験で修復不可能になるまで炭化させてしまったので義手を使っている。…さすがに足がないと困るかなぁ…(懲りない)
・基本的に屋敷では生身の使用人ではなく自らが開発したり取り寄せた機械に囲まれている。
屋敷にも改造を施しており、腕がなくても機械の声でそれらを自在に操って暮らしている。使用人が少なくても不便していないのはそのため。
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